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・一乗谷朝倉氏遺跡は、戦国大
名により築かれた城下町の原形

・遺構がほぼ完全に保存された特
異な遺跡（1971年に国特別史跡）

・遺跡発掘、武家屋敷復元を含む
史跡公園として整備（公有地化）

・貫流する一乗谷川は流下能力
が不足し洪水氾濫し、沿川住民
や文化財関係者が改修を期待

↓
・史跡公園と河川を一体整備し、
安全で魅力的な名所づくり
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○竣工：１９９８年度
○事業費：５.６億円
○主要施設
・護岸工
：巨石積および巨石張

・法面工
：野草法面土羽工

・根固工：木工沈床
・床止工
：落差工（多段型）１基
帯工 ２基

・堤外水路
：自然石積、管渠工

・橋 梁
：管理道路橋
（RC床版橋）１橋
人道橋
（鋼製桁橋）３橋

一乗谷川
ふるさとの川整備事業



朝倉氏領主館



武家屋敷の街並み復元



事業化のプロセス

整備方針①
「文化財の保全と活用」

：戦国時代の遺構に調和し
た構造物の景観上の配慮と
遺構を活用した施設整備

整備方針③

「親水とユニバーサルデザ
イン」

：身体が不自由な人も気軽
に文化財や川にふれあえる
ような施設構成

整備方針②
「里川の自然再生」

：豊かな生態系を育む施設
整備と人（地元・来客）が関
与・協力しやすい施設配置

一乗谷川
水辺空間整備計画

検討委員会
（学識者：仲介）
※意見・要望を
聴取・調整

河川管理者
（福井土木事務所）

(社)朝倉氏遺跡
保存協会

↑
地元住民等

文
化
財
関
係
者

（
朝
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跡
資
料
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全
体
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策
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福井県
福井土木事務所

脇本 幹雄

環境・景観上の目標
に適う基本設計を提
示、実施設計・施工
を発注・指導・監督し、
関係機関と調整

サンスカイ設計 株式会社

川端 元之 天形 敏男

多自然川づ
くりを具現化
する提案（特
に伝統工法）
を盛り込んだ
実施設計

文化財に調和
する景観を具
現化する提案
を盛り込んだ
橋梁等の実施
設計

株式会社 岩佐土建

岩佐 昭夫

環境・景観に配慮し
た石積や沈床等の
伝統工法を再現す
べく技に長けた職
人を採用・指導

福井県 雪対策・
建設技術研究所

竹内 一介

多自然川づくりを
具現化すべく、設
計・施工における
技術的な提案・助
言

福井県 朝倉氏
遺跡資料館

吉岡 泰英

文化財の発掘と
復元を担当し、
これに調和し活
用すべく、設計・
施工における提
案・助言

主な関係者とその役割



一乗谷川重点整備区間の全景
・左岸(武家屋敷側)下流から右岸(領主館側)上流を望む

・伝統工法の再現
（木工沈床、野面石積・張）
・現地植生の再生
（シードバンク・野草法面）

領主館の濠から流れ
出た支川が合流



一乗谷川重点整備区間の全景
・左岸から右岸下流を望む

・右岸の石積護岸は、
下流側で出土した戦
国時代の石垣を活用

・後退した法線に合わ
せ、新設した石積護
岸を滑らかに接合



・一乗谷川の整備前、右岸の領
主館前で発掘作業中
・戦国時代の石垣が出土



・出土した戦国時代の石垣
を活用した護岸（上段）

・護岸の裏に必要に応じ裏
込めコンクリートにて補強
・石積天端を揃えない



・領主館濠から流れ
出る支川との合流部
は巻き止め

・下段は木工沈床基
礎の空石張

・準備工事の段階で、現地の
表土を保存（シードバンク）

・法面の仕上げ段階でそれを
まき出す（野草法面）
・現存植生が早期回復



河道計画 断面図



・支川に架かる管理道路
橋（RC造）

・地場産石材「笏谷石」
の風合いを持たせた

・ダミーの橋脚を設け、２
径間に見せている



・水辺に近づきやすくす
る石積の階段

・帯工の位置に合わせ、
護岸をセットバック



・帯工天端には、一部水
面に出るよう飛石の機
能を持たせ、渡河可能



・流速緩和と河床安定を
図るため、急流区間に
落差工を設けた

・福井県雪対策・建設技
術研究所で開発した魚
の上り易い多段式落差
工(全断面魚道)を採用

・石張とすることで、福井
豪雨にもよく耐えた



多段式落差工 断面図



・領主館と武家屋敷を結ぶ人道橋

・高欄や桁隠しに防腐剤注入した木材を活用し、
20年近く経った今、枯れた味わいを出しつつも
機能は維持



スロープを付け、車
椅子での回遊も可能



・新設した堤外水路

・文化財サイドから領主館
濠の水質改善を要請

・急流河川の特性を活かし、
勾配差により堰を設けず、
堤内に清冽な水を取水



・既整備区間以外では、甚大な洪水被害を受けた

・既整備区間では、滑らかな河川法線の採用と頑丈な
自然石護岸が功を奏し、河川構造物や橋梁の損傷なし

・氾濫する一乗谷川
・2004年7月、本流域は記録上

最大の福井豪雨に襲われ、甚
大な洪水被害を受けた
（城戸内観測所：総雨量338mm)
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ご清聴ありがとうございました


